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〈解答〉
1　⑴　状態変化
　　⑵　イ
　　⑶　イ
　　⑷　（例）時間は長くなり，温度は同じである。
　　⑸　融点
　　⑹　Ａ，Ｆ（完答）

配点　各 １点　 ６点満点

〈解説〉
1　⑴�　物質は，温度によってその姿を固体⇔液体⇔気体と変える。このような変化を状

態変化といい，物質の ３つの状態のうち，最も温度が低いときの状態が固体，最も
温度が高いときの状態が気体である。

　　⑵�　エタノールは極めて引火しやすい物質なので，急に沸騰（突沸という）してガス
バーナーの炎の上にふきこぼれたりすると，非常に危険である。このようなことを
防ぐため，沸騰石を入れてから加熱する。沸騰石の表面や内部には細かい穴が無数
にあり，エタノールや水などの液体を穏やかに沸騰させることができる。

　　⑶�　純粋な物質の沸点は一定の値になるので， ２ 図より，エタノールの沸点は80℃よ
り少し低いことがわかる（実際は78.3℃）。加熱し始めてからの時間が ３分のとき，
エタノールの温度は沸点よりも低いので，このときのエタノールの状態は液体であ
る。また，沸騰しているとき（グラフの平らな部分）のエタノールの状態は液体と
気体の両方になっている。

　　⑷�　純物質（純粋な物質）の場合，沸点は物質ごとに固有の値になる。したがって，
エタノールの量を多くしても，沸点は変化しない。ただし，温度の上昇や状態変化
するのにかかる時間は長くなる。

　　⑸�　最初に温度が変化しなくなるときの温度Ｐを融点といい，固体から液体に変化す
るときの温度である。また， ２回目に温度が変化しなくなるときの温度Ｑを沸点と
いい，液体から気体に変化するときの温度である。

　　⑹�　エタノールの沸点である平らな部分が78.3�℃であるので，78.3℃が温度Ｐ（融点）
と温度Ｑ（沸点）の間であれば液体である。また，78.3℃が温度Ｐよりも低ければ
固体，温度Ｑよりも高ければ気体となる。よって，エタノールの沸点の温度では，
Ａ，Ｆは液体の状態，Ｂ，Ｃ，Ｅは固体の状態，Ｄは気体の状態である。


